
１．アメリカ

ＧＤＰ：2009年４-６月期は前期比年率▲1.0％成長
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住宅投資寄与

（前期比年率、％）

（備考）アメリカ商務省より作成。

消費：消費は政策効果による下支えもあり、下げ止まりつつある。
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貯蓄率（右軸）
6月4.6％

実質個人
消費支出

（備考）アメリカ商務省より作成。
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（備考）米商務省、FRBより作成。

自動車販売

平均年間販売台数（99～08年）
1,643万台

（年率、万台）

7月：1,122万台

自動車国内生産台数
6月：408万台

（月）
（年）

（期）
（年）

戻し減税の
影響

景気は後退しており、引き続き深刻な状況にあるが、収縮のテンポ
は緩やかになっており、一部に下げ止まりもみられる。先行きにつ
いては、金融危機と実体経済悪化の悪循環により、景気後退が長
期化するリスクがある。

政府支出
寄与

個人消費
寄与

設備投資
寄与

在庫
寄与

純輸出
寄与

自動車販売台数
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(前年同月比、％)

失業率(右目盛)

（前月差、万人）

非農業雇用者数
（前月差）

７月
▲24.7万人

住宅：住宅着工は低水準にあるものの、持ち直しに向けた動きがみられる。

07年12月の景気後退以来▲666万人

（月）
（年）

（備考）アメリカ労働省より作成。

時間当たり賃金
（右目盛）

７月
9.4％

▲ 200

▲ 150

▲ 100

▲ 50

0

50

100

150

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

08 09

（億ドル、前月差）

回転信用残高

非回転信用残高

消費者信用残高

消費者信用残高

（備考）連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）より作成。

雇用：雇用者数は減少しており、失業率は上昇傾向にある。

（備考）1．アメリカ商務省、全米不動産業者協会（ＮＡＲ）より作成。
　　　　2．在庫販売比率は、現在の住宅販売に対して何か月分の住宅在庫があるかを示す。
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住宅着工件数
（年率換算）

中古住宅在庫販売比率
（右目盛）

新築住宅在庫販売比率
（右目盛）

（千件） （月）

着工　6月：58.2万件
　（前月比3.6％増）
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現在指数

総合指数

（1985年＝100）

（月）
（年）

将来指数

（備考）1．コンファレンス・ボードより作成。
　　　　2．消費者信頼感指数の「将来指数」は６か月後の見通し。

消費者信頼感指数

（月）
（年）

（月）
（年）
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 鉱工業生産指数（総合)
　前月比　5月：▲1.2％
　　　　　6月：▲0.4％

設備稼働率
（製造業、右目盛）
6月：64.6％

(備考)1．アメリカ労働省より作成。
　　　　2．コア指数は、総合指数からエネルギーと食料を除いた指数である。

(備考)FRBより作成。

（指数）

(備考)アメリカ商務省より作成。
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(前期比年率、％)

IT投資寄与

（月）
（期）
（年）

IT以外の投資寄与

コア資本財受注
（前期比）

民間設備投資
09年2Q：▲8.9％

構築物投資寄与
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ＩＳＭ製造業景況指数 総合
7月：48.9

ISM製造業景況指数
新規受注
7月：55.3

ＩＳＭ製造業景況指数

(備考)全米供給管理協会（ISM）より作成。

（％）

（％）

（月）
（年）

設備投資：設備投資は減少のテンポが緩やかになっている。 生産：生産は減少している。

物価：コア物価は落ち着きがみられる。

ＰＣＥコア指数
＋1.5％



地方銀行破たん件数（累積）
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ＯＥＣＤ見通し

（年率、10億ドル）
実質GDP水準

ブルーチップ
見通し

主要国際機関等による見通し

（前期比年率、％）

（期）
（年）

実質GDP成長率

（前年比、％）

（備考）アメリカ商務省、OECD "Economic Outlook 85"(09年6月24日）、
        ブルーチップ・インディケータ（7月10日号）、IMF "World
        Economic Outlook Update"（09年7月8日）より作成。
 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ＯＥＣＤ ▲ 1.4 0.0 0.5 1.3 1.4 1.5 1.6
ブルーチップ ▲ 1.8 1.0 1.9 2.3 2.8 2.8 3.0

2009年 10年

　 2009年 2010年
▲ 2.8 0.9
▲ 2.6 0.8

上位10社 ▲ 2.3 3.0
平均 ▲ 2.6 2.0
下位10社 ▲ 3.0 1.1

ＯＥＣＤ
ＩＭＦ

ブルーチップ
（民間見通し）

（備考）1．アメリカ連邦預金保険公社（ＦＤＩＣ）より作成。
　　　　2．09年７月末時点。

西海岸地域（住宅バブル崩壊）
オレゴン　　　：12.2％
ネバダ　　　　：12.0％
カリフォルニア：11.6％

南部地域（住宅バブル崩壊）
サウスカロライナ：12.1％
フロリダ　　　　：10.6％
ジョージア　　　：10.1％

五大湖周辺（自動車メーカー破たん）
ミシガン：15.2％
イリノイ：10.3％

アメリカの地域別失業率

（備考）1．アメリカ労働省より作成。
　　　　2．09年６月時点。
　　　　3．州別失業率は、塗色の濃い順に、12％以上、10～12％、８～10％。

0

20

40

60

80

100

120

1
2007

3 5 7 9 11 1
08

3 5 7 9 11 1
09

3 5 7
（月）
（年）

（件）

3
25
14
69

97

305
8,246

合計
ＦＤＩＣが問題視している金融機関数（09年３月末時点）

ＦＤＩＣ保証対象金融機関数（09年３月末時点）

09年

うちリーマン・ブラザーズ破たん（08年９月15日）以降

08年
07年
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